
2007年当時、 （自民党）が提出した

など

の一般免許について鯵士学校（ 6 

年制）を前提とし、かつ 1年間の教育実習を終えた者に免許授与するjとあり、このアイデアが現

政権下での昨今の教員養成課程の 6年制の議論へと受け継がれていくことになります。地方、 2002

目的）から2004年の専門職大学院制度の発足、 2008年の教職大学

院の開始は、時代が要請する高度な専門職的技能や知識の研鐙を形にしようという動きです。こう

した流れが、教育現場の実情やニーズに真に応えようというものであればそれを積極的に評錯する

こともできますが、問題は、手設と目的が容易に入れ替わってしまうことでしょう。学ぶこと、

ぶべき事柄よりも、学伎の取得や資格・免許（の更新・上進）が一律に目的化され、教育リーダー

シップの育成と称して職階・管理運営の方途とfとしてしまいます。

中等教育研究センター紀要は、今回10号となります。これまでのところ、どちらかといえば、中

るカリキュラム開発や教材研究、教育方法研究などが中心で、教育者自身に関わる

制度や現職研修などは扱ってきていませんが、今後はこのような課題につい

ても取り組み、より先端的で批判的かつ洗練された提言がおこなえる場にできればと考えています。
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